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施 策 事 例

施策のポイント

産業振興関連施策

自 治 体 情 報

電 話 番 号 

事 業 期 間
参考とした施策
関係施策分類

担 当 課

群 馬 県 前 橋 市
人口／ 340,383人 標準財政規模／ 67,834,344千円

遊休農地解消作物モデル事業

農政部農林課

実 施 主 体 前橋市さつまいも加工研究会
直通027-898-5841　代表027-224-1111　内線3721

①

平成20年度から

http://www.city.maebashi.gunma.jp/関連ホームページ

平成 20年度に農商工連携により遊休農地の解消を
図ることを目的に発足した「前橋市さつまいも加工
研究会」において、農商工の各関係者が連携した取
り組みを推進した結果、前橋産芋焼酎「赤城の恵」
が誕生した。

施 策 の 概 要

取組に至る背景・目的
　当市では農業が重要な基幹産業であるが、農業従事者の高齢化や担い手の減少により、中山間地な
どの畑作地帯を中心として農地として活用されていない「遊休農地」の解消が課題となっている。こ
のような状況下にあって、栽培が比較的容易で生産経費がかからない作物を遊休農地から再生した畑
に作付けを行い、作業性、収益性、及び加工品の売れ行き等を見極めるためのモデル施策の展開が求
められていた。

取り組みの具体的内容
　このことに対応するため、当市では、平成 20年度に農商工連携により遊休農地の解消を図ること
を目的に「前橋市さつまいも加工研究会」を設置した。研究会の構成員は前橋市、農業委員会、群馬
県、JA、酒卸売会社、商工会議所、観光コンベンション協会、生産者である。
　この研究会は、「遊休農地解消作物モデル事業」として、加工用サツマイモ（黄
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：16,300 本）
を 63a のほ場に作付けし、生産から販売までを見据えた前橋産芋焼酎（乙類：100%、25度）の創
出にむけた実証実験を実施した。平成 20年度の取り組みにより前橋産芋焼酎「赤城の恵」が平成
21年６月から市内の酒販店を中心に約 8,000 本が販売開始となった。販売に至るまでに、ポスター
やのぼり旗を作成して市民の期待感を高めた他、市民参加型の大試飲会（約 350人）を開催するなど、
市民を巻き込んだPR活動にも努めた。
　なお、平成 21年度には、遊休農地の解消を図ったほ場（約 1.5ha）に黄金千貫を作付けし、平成
22年６月には約 20,000 本の「赤城の恵」の販売を予定している。

施策の開始前に想定した効果、数値目標など
　遊休農地の解消の他、万人に愛される飲みやすい芋焼酎に仕上げ市民に供給することにより、名峰
「赤城山」を名称とした前橋産芋焼酎「赤城の恵」が本市にふさわしい特産品となることを目標に、
農商工の各関係者の連携した取り組みが開始された。

現在までの実績・成果
　この度の実証実験により、黄金千貫は作業性、収益性が良かったことから、前橋産芋焼酎の創出に
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向けた実証実験は、遊休農地の解消を図るためのモデルケースになったと考えている。また、この取
組は、生産から加工、流通・販売までを見据えた農商工連携による特産品の創出に向けたモデルケー
スになったとも考えている。実際に、平成 21年６月から販売を開始した前橋産芋焼酎「赤城の恵」は、
販売開始後、２ヶ月程で完売状態となっている。

導入・実施にあたり工夫した点や苦労した点とその対処法・解決策など
　前橋産芋焼酎「赤城の恵」が誕生した要因としては、①農商工の各関係者のそれぞれの役割分担を
最初から明確にした上で連携した取り組みが実現したこと、②製造された芋焼酎を市内の酒類販卸会
社が全量買いをすることで調整が実現したこと、③流通・販売を担う市内の酒類卸会社が常に会議等
に同席したことで、常に流通・販売を見据えた検討が行えたこと、④酒造会社と原料芋の買い取り価
格について、再生産可能な価格での取引が実現したこと等が考えられている。

今後の展開と課題
　今後は、遊休農地の解消と前橋ブランドの創出を見据え、農商工連携による菓子等の加工品の創出
について実証実験に取り組んでいきたいと考えている。また、この取り組みの中で創出された加工品
等については、前橋産芋焼酎「赤城の恵」を核として「赤城の恵」の名称を用いた商品として販売展
開を行うことも「前橋ブランドの創出」に向けた一方策になると考えている。
　そのためには、作業性・収益性の優れた作物を選択し、生産、加工、流通・販売までを見据えた農
商工連携による取り組みをより一層推進する必要があると考えている。

①国費 ②県費 ③起債 ④その他 ⑤一般財源
財源内訳（財源区分：①～⑤）

名称

所管

金額

補助率

①～④の名称、
所管など

0千円 0千円 0千円 0千円

予 算 関 連 デ ー タ

2,700千円 2,700千円

総額
①～⑤の計
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